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編
　
集
　
後

己壬
一
口

　
昭
和
五
二
年
五
月
一
七
目
、
中
村
菊
男
先
生
が
そ
の
五
七
年
の
生
涯
を

閉
じ
ら
れ
た
。
法
学
部
政
治
学
科
の
最
先
任
現
役
教
授
で
あ
つ
た
先
生
の

急
逝
に
よ
つ
て
、
学
問
的
、
精
神
的
支
柱
を
失
つ
た
わ
れ
わ
れ
の
悲
し
み

は
誠
に
大
き
い
。

　
先
生
は
、
昭
和
一
八
年
慶
鷹
義
塾
大
学
を
ご
卒
業
後
直
ち
に
法
学
部
に

残
ら
れ
、
爾
来
三
〇
余
年
に
わ
た
つ
て
義
塾
の
教
鞭
を
と
つ
て
こ
ら
れ
た
。

ご
専
攻
が
政
治
学
、
日
本
政
治
史
と
い
う
政
治
学
科
に
と
つ
て
の
基
本
的

分
野
で
あ
つ
た
か
ら
、
現
在
義
塾
に
奉
職
す
る
学
究
の
中
に
も
、
ま
た
社

会
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
中
に
も
、
先
生
の
教
え
を
受
け

る
機
会
を
も
つ
た
者
の
数
は
非
常
に
多
く
、
中
村
菊
男
政
治
学
の
残
し
た

影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
堂
々
た
る
風
格
と
、
独
特
の
ポ
ー
ズ
で
、
大

き
な
声
で
理
路
整
然
と
説
か
れ
る
名
講
義
は
実
に
活
気
に
溢
れ
、
政
治
学

科
の
看
板
講
義
の
名
に
恥
じ
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。

　
教
師
と
し
て
第
一
流
で
あ
る
と
と
も
に
、
先
生
は
学
者
と
し
て
も
誠
に

数
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。
「
政
治
学
」
、
「
政
治
心
理
学
」
、
「
現
代
政

治
の
実
態
」
、
「
政
治
文
化
論
」
、
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
著
書
、
論
文

の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
欧
米
政
治
学
の
直
輸
入
で
な
い
、
日
本
の
土
壌

に
根
ざ
し
た
政
治
学
を
求
め
て
努
力
さ
れ
た
先
生
の
苦
心
と
、
そ
の
成
果

た
る
輝
か
し
い
業
績
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
生
の
実
力
、
人
格
は
、
学
外
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
つ
た
。
空
理
空
論
を
嫌
わ
れ
た
先
生
は
実
態
と
し
て
の
政
治
を
求
め
て

し
ば
し
ぽ
政
治
の
現
場
に
出
て
行
か
れ
た
し
、
ま
た
わ
が
国
に
お
け
る
民

主
社
会
主
義
運
動
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
精
力
的
に
活
躍
さ
れ
た
。
さ
ら
に

多
数
の
啓
蒙
書
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て
、
政
治
の
何
た
る
か
を

説
き
、
国
民
の
多
く
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
先
生
の
一
面
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
着
実
な
日
本
政
治
史
の
研
究
の
中
で
、
ま
た
御
自
身
も

経
験
さ
れ
た
実
際
の
政
治
、
生
き
た
政
治
と
の
絶
え
ざ
る
接
触
を
通
じ
て
、

先
生
は
早
く
か
ら
外
国
と
異
な
る
日
本
の
政
治
の
独
自
性
に
注
目
さ
れ
、

そ
の
探
究
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
研
究
を
深
め
ら

れ
よ
う
と
い
う
大
切
な
と
き
に
、
先
生
は
突
如
と
し
て
逝
か
れ
た
。
誠
に

惜
し
み
て
余
り
あ
る
先
生
の
死
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
後
進
と
し
て
は
、

先
生
の
育
て
ら
れ
た
学
部
と
政
治
学
の
伝
統
を
守
り
、
そ
の
一
層
の
充
実

と
発
展
の
た
め
努
力
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
先
生
の
学
恩
に
万
分
の
一
で

も
報
い
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
先
生
の
た
め
に
本
号
に
追
悼
の
記
事
を
寄
せ
ら
れ
た
諸
先
生
に

感
謝
申
L
上
げ
、
重
ね
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

法
学
研
究
編
集
委
員
会

中
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男
先
生
追
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